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基礎看護学実習IIで体験した看護学生の思い　：　
患者とのコミュニケーションを通して（報告）
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表1患者とのコミュニケーションのとらえ方
カテゴリー サブカテゴリー 記述単位
体験より患者と
の関わり方スキ
ルの熟考(66)
患者の思いを理
情幸剛文集のみでなく、患者自身の価値観や考えを聞くことが大切
患者をよく知りたいと思うと必要な情報が得られた
その人の気持ちによりそう努力、理解しようとする努力が必要
話し方、声のトー ン、癖、表情、仕草に注意する
解する努力(32) 空間や時間を共有して同じことを考える
人と人の触れ合いのなかから情報を得る
色々な経験と感情を知り、自分自身の心を豊かにする
コミュニケーショ
ンをはかるため
の姿勢(16)
目の高さを患者に合わせる
謙虚な姿勢
精神的に余裕を持つ
患者を気遣う言葉がけが信頼関係につながる
患者のために自分にできる最大限の看護を提供したいと思うことが言葉遣いや傾
聴の姿勢につながる
細かい心配りか信頼関係が生まれる
小さなことも逃さない観察眼を養う
失敗体験 15
病気の否定的な発言に対しどのように答えればよいか戸惑う
患者自身に対する諦めの発言や態度に何も言えなかった
患者の情報を聞こうと思って喋ると患者身構えるように感じた
家族のことを聞こうとしたら断わられた
治療やケアに関する不安を話してもらえなかった
患者の意思を聞くことができず、一方的なケアになった
自己感情の内省
(3)
患者の辛さに共感できるが、その感情をどう行動に結びつけてよいかわからない
患者の気持ちが理解できない
プレッシャー
31
看護師としての理
患者を不安にさせてはいけない
常に笑顔でいて希望を与えてくれるような存在でなければ
患者に一番近い存在でないといけない
想像 11 大部屋ではプライバシーに気を使う
患者を傷つけない言葉が何かわからない
看護学生としての
責務(10)
情幸剛文集しなければいけない
病気に対する情報をどのように聞けばよいのか
看護の視点でコミュニケーションとれるか不安
ストレスフルな環 緊張して自然にできない
境 10 患者を目の前にすると何も言葉がでてこない
患者とのコミュ
ニケーションに
困惑 27
患者とのコミユニ 患者とのコミュニケーションに自信がない
ケーシヨンに不安 上手にコミュニケーションがとれるか不安
14 患者と話すことができるか不安
患者とのコミユニ 患者と上手くコミュニケーションがとれない
ケーシヨンに苦悩
13
患者とのコミュニケーションについで悩む
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